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神奈川県立総合教育センター研究集録40:１～８.2021  

 

総合的な探究の時間に関する研究〔最終報告〕 

 

 

小辺 江美１    𠮷田 早織２      

 予測困難な時代を迎える中で、解決が容易でない現代的な諸課題に対応していく資質・能力を教科等横断

的な視点で育成することが求められている。本研究では、総合的な探究の時間における、探究のプロセスの充

実や校内体制づくりに関する調査研究協力校の取組について考察した。研究成果を発信することで、今、求め

られる資質・能力の育成に向け、各学校の総合的な探究の時間における取組の充実に資することを目指す。 

 
はじめに 

 

 平成30年３月に告示された「高等学校学習指導要領」

では、学習の基盤となる資質・能力や解決が容易でな

い現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を

育成していくことができるよう、教科等横断的な視点

から教育課程の編成を図ることが示された。また、そ

れらの資質・能力を育成するために、『高等学校学習

指導要領(平成30年告示)解説総合的な探究の時間編』

(以下、解説という)では、「総合的な探究の時間を教

育課程の中核に位置付けるとともに，各教科・科目等

との関わりを意識しながら，学校の教育活動全体で資

質・能力を育成するカリキュラム・マネジメントを行

うこと」(文部科学省 2018 p.76)とされ、総合的な

探究の時間の教育課程上の重要性が示された。 

 令和元年度から年次進行で先行実施された総合的な

探究の時間に対応するため、神奈川県教育委員会(以下、

県教委という)は、「県立高校改革実施計画(Ⅱ期)」(以

下、指定校事業という)において、「『総合的な探究の

時間』に係る研究」に取り組む研究開発校(以下、指定

校という)を10校指定し、研究開発の支援を行っている。

神奈川県立総合教育センターは、令和元年度・令和２

年度の２年間、指定校のうち県立舞岡高等学校、県立

藤沢西高等学校の２校を調査研究協力校(以下、協力校

という)とし、総合的な探究の時間に関する研究を行う

こととした。本稿は令和元年度・令和２年度の２年間

にわたる研究の取組と成果をまとめた最終報告である。 

 

研究の目的 

 

 総合的な探究の時間について、協力校の実践に基づ 

き、よりよい取組の在り方を探り、発信することによ 

り、各学校の取組の充実に資する。 

 

研究の内容 

 

１ 研究の背景 

(1) 総合的な探究の時間改訂の趣旨・要点 

平成28年12月中央教育審議会「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善及び必要な方策等について(答申)」(以下、平成28

年答申という)では、以下のように総合的な学習の時間

の課題が示された。 

○総合的な学習の時間と各教科等の相互の関わり

を意識しながら、学校全体で育てたい資質・能力

に対応したカリキュラム・マネジメントが十分に

行われていない 

○探究のプロセスの中でも「整理・分析」「まとめ・ 

表現」の取組、探究のプロセスを通じた一人一人 

の資質・能力の向上が十分に意識されていない 

○小・中学校の取組の成果の上に高等学校にふさわ

しい実践が十分に展開されていない 

(中央教育審議会 2016を基に作成) 

平成28年答申を受け、新学習指導要領では、「総合

的な学習の時間」の名称が「総合的な探究の時間」に

変更され、解説において、以下のように要点が示され

ている。 

○小・中学校における総合的な学習の時間の取組を

基盤とした上で、各教科・科目等の特質に応じた

「見方・考え方」を総合的・統合的に働かせる 

○自己の在り方生き方に照らし、自己のキャリア形

成の方向性と関連付けながら「見方・考え方」を

組み合わせて統合させ、働かせながら、自ら問い

を見いだし探究する力を育成する 

○総合的な探究の時間のねらいや育成を目指す資質 

・能力を明確にし、教科・科目等横断的なカリキ 

ュラム・マネジメントの軸となるよう、各学校が 

総合的な探究の時間の目標を設定する際に、各学 

校における教育目標を踏まえて設定する 

○各学校で設定した総合的な探究の時間の目標を実

現するにふさわしい探究課題を設定する 

(文部科学省 2018 p.７を基に作成) 

(2) 探究の定義 

１ 教育課題研究課 指導主事  

２ 教育課題研究課 指導担当主事 
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 探究とは、「物事の本質を自己との関わりで探り見

極めようとする一連の知的営みのこと」であり、「問

題解決的な学習が発展的に繰り返されていく」ことで

ある (文部科学省 2018 p.12)。探究において、生徒

は、探究の過程(①課題の設定、②情報の収集、③整理・

分析、④まとめ・表現)を発展的に繰り返していく(第

１図)。このことを探究のプロセスという。 

 

第１図 探究における生徒の学習の姿(文部科学省

2018 p.12を基に作成) 

この探究のプロセスを支えるのが「探究の見方・考

え方」であり、解説では次のように示している。 

【探究の見方・考え方】 

各教科・科目等における見方・考え方を総合的・統

合的に活用して，広範で複雑な事象を多様な角度か

ら俯瞰して捉え，実社会・実生活の課題を探究し，

自己の在り方生き方を問い続ける 

(文部科学省 2018 p.13を基に作成) 

(3) 総合的な探究の時間の特質 

 解説では、小・中学校の「『総合的な学習の時間』

は，課題を解決することで自己の生き方を考えていく

学びであるのに対して，『総合的な探究の時間』は，

自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を自ら発

見し，解決していくような学びを展開していく」(第２

図)とされた(文部科学省 2018  p.８※『』は、筆者

加筆)。 

 

第２図 課題と生徒との関係(イメージ)(文部科学省 

2018 p.９を基に作成) 

 自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を

発見し、解決していくことのできる生徒の姿を実現し

ていくに当たっては、「生徒が取り組む探究がより洗

練された質の高いものであることが求められる」(以下、

質の高い探究という)(文部科学省 2018 p.９)とさ

れた。質の高い探究について、解説では次のように示

している。 

【探究の過程が高度化する】 

①目的と解決の方法に矛盾がない(整合性) 

②適切に資質・能力を活用している(効果性) 

③焦点化し深く掘り下げて探究している(鋭角性) 

④幅広い可能性を視野に入れながら探究している 

(広角性) 

【探究が自律的に行われる】 

①自分にとって関わりが深い課題になる(自己課題) 

②探究の過程を見通しつつ、自分の力で進められる  

(運用) 

③得られた知見を生かして社会に参画しようとする

(社会参画) 

(文部科学省 2018 p.９を基に作成) 

高等学校では、このような生徒の姿を目指し、自ら

課題を発見し解決していくための資質・能力を育成す

ることが求められている。 

以上を踏まえて、本研究では協力校の実践を調査し、

よりよい取組の在り方について考察した。 

 

２ 研究の概要 

(1) 令和元年度の取組 

 協力校における、総合的な探究の時間の授業や校内

研修会等の取組の調査、分析を行い、その成果や課題

を整理するとともに、カリキュラム・マネジメントに

つながる取組を探った。また、教職員対象のアンケー

ト調査を実施した。 

(2) 令和２年度の取組 

 令和元年度に引き続き、総合的な探究の時間に係る

取組について調査、分析を行い、教職員対象のアンケ

ート調査を実施した。その成果や課題を整理し、より

よい取組の在り方について分析や考察を行った。 

 

３ 研究の手立て 

(1) 調査における二つの視点の設定 

 先述のとおり、県教委は指定校事業において「『総合

的な探究の時間』に係る研究」に取り組む指定校を 10

校指定し、研究開発の支援を行っている。指定校事業

における指定校の研究内容は次のとおりである。 

(1) 次のことについて研究することとし、各指定校で研

究テーマを設定すること 

ア 探究のプロセスによる学習過程の在り方についての

実践及び検証に関すること 

イ 「総合的な探究の時間」を充実させるための校内体制

総合的な探究の時間 

課題 課題 

総合的な学習の時間 
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づくりについての実践及び検証に関すること 

ウ 「総合的な探究の時間」を中核としたカリキュラム・

マネジメントの在り方についての実践及び検証に関す

ること 

(2) 学校全体として組織的に研究に取り組むための体制

を整えること 

(3) 高校教育課主催の「探究活動に係る指導力向上研修」

へ各校１名以上参加し、研修成果を校内で共有するこ

と 

本研究においては、令和元年度に引き続き、指定校

の研究内容である、「探究のプロセスによる学習過程

の在り方についての実践及び検証に関すること」(以下、

探究のプロセスに関する取組という)及び「『総合的な

探究の時間』を充実させるための校内体制づくりにつ

いての実践及び検証に関すること」(以下、校内体制づ

くりに関する取組という)の二つの視点から、協力校の

授業や校内研修会等の取組の調査、分析を行い、その

成果や課題を整理した。 

【視点①】探究のプロセスに関する取組 

「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、

「まとめ・表現」の充実に関すること 

【視点②】校内体制づくりに関する取組 

「校内推進体制の整備」、「教職員の研修」及び「外

部との連携」の充実に関すること 

【視点①】については、生徒が探究の過程を理解し、

自律的に探究活動を行う取組を整理した。 

【視点②】については、解説の「総合的な探究の時

間を充実させるための体制づくり」において、質の高

い豊かな学習活動を実施するためには、校内体制の整

備が欠かせないと示されている。本研究では特に「校

内推進体制の整備」、「教職員の研修」及び「外部と

の連携の構築」について整理した(文部科学省 2018 

pp.139-153)。 

(2) 聞き取り調査 

 総合的な探究の時間の取組における教職員や生徒の

現状を知るために、協力校を訪問して、クラス発表、

全体発表会等に参加した。また、教職員から聞き取り

調査を行った。 

(3) アンケート調査 

総合的な探究の時間の取組について、授業担当者と

授業担当者以外の二つに分けて、それぞれの取組状況

の把握と総合的な探究の時間に関する教職員の意識調

査を実施した。調査の概要は次のとおりである。 

１ 調査方法 

 質問紙による無記名でのアンケート調査 

 選択４件法(当てはまる、やや当てはまる、あま

り当てはまらない、当てはまらない)、記述 

２ 調査期間 

 令和元年度 １月～２月 

 令和２年度 11月～１月 

３ 調査対象者 

 協力校の教職員(管理職を除く) 

４ 回答人数 

 ２校合計 令和元年度 30名 

      令和２年度 49名 

授業担当者に対しては、探究の過程に基づいて取組

を振り返り、生徒の学習活動が充実するためにどのよ

うな工夫をしたのか、また今後の改善点を記述できる

よう設問を設定した。総合的な探究の時間は授業担当

者や特定の担当者だけではなく、学校全体で関わって

いく必要(カリキュラム・マネジメントの視点)がある

ことから、授業担当者以外に対しては、その点に関す

る意識を見取った。さらに、総合的な探究の時間の担

当か否かも分けることで、教職員の意識に差が生じて

いるか等を詳細に分析できるように工夫した。 

項目は以下のとおりである。なお、実際のアンケー

ト調査用紙には、協力校の総合的な探究の時間の目標

及び探究の過程と質の高い探究についての説明も提示

した。 

【全員共通】 

設問１  

あなたの今年度の立場をお答えください。 

１ 総合的な探究の時間授業担当者であり総合的な探究

の時間の担当グループ(※)に所属している 

２ 総合的な探究の時間授業担当者であり総合的な探究

の時間の担当グループに所属していない 

３ 総合的な探究の時間授業担当者でなく総合的な探究

の時間の担当グループに所属している 

４ 総合的な探究の時間授業担当者でなく総合的な探究

の時間の担当グループに所属していない 

 

【総合的な探究の時間の授業担当者のみ回答】 

設問２  

総合的な探究の時間の「探究の過程」についてお答えくだ

さい。 

次の⑴～⑷において、担当しているクラスの生徒につい

てお答えください。(４件法) 

また、指導上工夫したことと今後改善したいことを具体

的に記述してください。 

⑴ 「Ⅰ課題の設定」が適切にできた。 

⑵ 「Ⅱ情報の収集」が適切にできた。 

⑶ 「Ⅲ整理・分析」が適切にできた。 

⑷ 「Ⅳまとめ・表現」が適切にできた。 

 

設問３  

総合的な探究の時間において、生徒の学習の姿が「質の高

い探究」を目指すために必要だと思う手立てを記述して

ください。 

 

【全員共通】 
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設問４  

総合的な探究の時間を核としたカリキュラム・マネジメ

ントに関する次の⑴～⑶にお答えください。(４件法) 

⑴ 学校全体で総合的な探究の時間の目標(資質・能力の

育成)や年間指導計画を共有できていると思う。 

⑵ 総合的な探究の時間の目標(資質・能力の育成)の実 

現のために、自分自身が教科や特別活動等でどのよ 

うに指導すればよいかイメージできている。 

設問４⑵で、「１ 当てはまる ２ やや当てはまる」と回

答した方にお聞きします。 

イメージできていることを具体的に記述してください。  

設問４⑵で、「３ あまり当てはまらない ４ 当てはまら

ない」と回答した方にお聞きします。 

どのような手立てがあればイメージできるようになる

か、具体的に記述してください。 

⑶ 学校全体で総合的な探究の時間の成果、課題や解決

方法等を共有することが必要だと思う。(４件法) 

学校全体で総合的な探究の時間の成果、課題や解決 

方法等の共有を図る際に、効果的な時期や方法等に 

ついて御意見を具体的に記述してください。 

 

設問５  

総合的な探究の時間について、御自由に記述してくださ

い。 

 

(※)舞岡高等学校では「ワーキンググループ」 

  藤沢西高等学校では「プロジェクトチーム」 

 

４  協力校の研究概要 

(1) 舞岡高等学校の研究概要 

 令和元年度入学生から、各学年に１単位ずつ総合的

な探究の時間を設け、研究主題及び本年度の研究目標

を次のとおり設定している。 

【研究主題】 

ＳＤＧｓの視点を取り入れて、自己や社会を関連付

けて課題を発見し、主体的かつ協働的に、解決の方

法を見出していく探究の資質・能力を養う教育プロ

グラムの開発 

【本年度(令和２年度)の研究目標】 

主体的に他の生徒や地域と連携し、探究のプロセス

を理解、実践する。それらを踏まえて課題を深める

力を身に付けさせる。 

 第１学年では、前年度と同様に、①コミュニケーシ

ョン力向上を目指した舞岡チームビルディング、②思

考ツールを活用し探究のプロセスを学ぶ「進路探究」、

③地域の企業等と連携し、探究のプロセスを踏まえた

上で課題設定力を習得することを目指した「地域探究」

を行い、探究の基礎を学ぶための取組を予定していた。

しかし、本年度については、③「地域探究」で予定し

ていた地域の企業等に訪問することが難しい状況とな

った。その代わりに、探究の基礎を学ぶ取組を、市販

の教材を使用して実施した。 

 第２学年では、１学期には学校独自の生徒用テキス

ト(以下、「生徒用テキスト」という)と市販の教材を併

用して、「プレ個人探究」を行い、探究のプロセスを理

解し、探究の過程において必要となるスキルを習得し

た。２学期の後半からは、「生徒用テキスト」を使用し、

これまでに習得した様々な資質・能力を活用して、「個

人探究」を行った。 

(2) 藤沢西高等学校の研究概要 

令和元年度入学生から、各学年に１単位ずつ総合的

な探究の時間を設け、研究主題及び本年度の研究目標

を次のとおり設定している。 

【研究主題】 

自己実現と社会貢献における「総合的な探究の時

間」の研究開発及び検証 

【本年度(令和２年度)の研究目標】 

・社会問題の解決を通して、学問や職業が社会と密

接につながっていることや学問そのものが相互に

関わり合い社会が形成されていることを実感でき

るような探究活動を設定する。 

・探究の手法を、全教科に波及させるために学校全

体の授業改善体制を構築する。 

 第１学年では、前年度まで行っていた「保育」とい

うテーマについて、生徒の実態に合わせて見直しを図

った。本年度は、自己と社会のつながりに焦点を当て

た「自己探究」等を実施し、市販の教材を活用して、

ＳＤＧｓの視点を参考に関心のある課題を選び、同じ

課題を選んだ生徒同士でクラスを編成し、探究活動に

取り組んだ。 

 第２学年では、経済・社会的な問題からＳＤＧｓの

視点を参考に個人で課題を設定し、その後グループで

課題を一つにまとめ、探究活動を行った。設定した課

題に対しては、高校生としてどのように解決に関わる

ことができるかを考え、更に企業に所属した場合の関

わり方も考えた。本年度は「県立高校生学習活動コン

ソーシアムの取組」(以下、「コンソーシアム事業」と

いう)を活用して民間企業と連携し、探究活動を行った。

「コンソーシアム事業」の概要は以下のとおりである。 

県教委が県立高等学校と大学や短大・職業技術校等

の教育機関及び企業、研究機関との連携を拡充する

とともに、生徒の主体的な学びへとつながる様々な

教育機会の提供の充実を図るために実施している

取組 

この事業を活用して、生徒たちがグループで設定し

た課題に対する解決に取り組み、解決策の根拠を明ら

かにすることや課題解決のために必要となる力等につ

いての理解を深められるようにした。 

 また、職員会議後等の時間を有効に活用し、総合的

な探究の時間に係る校内研修会を実施して、探究活動
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の指導力向上、各学年における探究活動の取組状況の

共有を行った。 

 

５ 協力校の実践 

 令和２年度に調査した協力校の総合的な探究の時間

に係る取組を、【視点①】、【視点②】で整理した。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け、年間スケジュールを組み直し、予定を大幅に変

更しての実施となった。 

(1) 【視点①】探究のプロセスに関する取組 

 探究のプロセスの充実は、探究活動を実現するため

に必要な手立てである。ここでは、協力校の総合的な

探究の時間の実践から、探究のプロセスの充実につな

がった取組を取り上げる。 

ア 「生徒用テキスト」の活用 

 舞岡高等学校では、前年度に引き続き、「生徒用テキ

スト」を活用した。「生徒用テキスト」は、育成を目指

す資質・能力、学習計画、探究活動に必要なスキルの

解説や授業で使うワークシート等がまとめられている。

そのため、生徒も教職員も目標や全体像を確認するこ

とができる。本年度は生徒の実態に合わせて内容を更

に充実させ、テキスト編、ノート編、計画書・報告書

編、下書き・メモ編と項目を分け、より活用しやすい

ように工夫されている。「生徒用テキスト」の概要は以

下のとおりである。 

～テキスト編～ 

１ 個人探究って何？ 

２ 探究課題を見つける 

３ 情報収集の方法を学ぶ 

４ 情報の整理と論文の書き方 

 

～ノート編～ 

【２年次】 

５ 個人探究① 学習内容記録表 

６ 個人探究① 学習の記録 

７ 中間報告作成用 アウトライン・シート 

８ 個人探究① 中間報告の概要 

９ 個人探究① 中間報告の自己評価 

10 個人探究① 半期の自己評価 

 

【３年次】 

11 個人探究② 学習内容記録表 

12 個人探究② 学習の記録 

13 論文作成用 アウトライン・シート 

14 個人探究② 発表の概要 

15 個人探究② 論文の自己評価 

16 個人探究② 半期の自己評価 

 

～計画書・報告書編～ 

17 個人探究 全体計画書 

18 個人探究① フローチャート 

19 個人探究 研究計画 

20 個人探究② フローチャート 

21 個人探究② 研究計画 

22 実地調査計画書 

23 実地調査記録シート 

24 アンケート計画書 

 

～下書き・メモ編～ 

25 参考文献記録簿 

26 インターネット検索記録簿 

27 情報カード整理簿 

28 お礼状下書き用紙 

29 下書き用原稿用紙 

30 メモ欄  

(「生徒用テキスト」を基に作成) 

このような「生徒用テキスト」を活用することで、

生徒は学習に見通しをもって取り組み、探究のプロセ

スを確認しながら探究活動を進めた。 

イ プレ個人探究・個人探究 

 舞岡高等学校の第２学年では、先述のとおり「プレ

個人探究」、「個人探究」を実施した。「プレ個人探究」

は、「個人探究」の基礎となる探究活動である。 

 「プレ個人探究」の目標は、探究の過程を理解する

とともに、「個人探究」につながる、探究の過程におい

て必要なスキルを習得し、問題解決・課題解決の資質・

能力を高めることである。授業では、生徒の実態に合

わせて、市販の教材と「生徒用テキスト」のワークシ

ートを併用した。生徒は、「課題の設定」において、ブ

レインストーミングで出したアイデアやこれまでに学

習したことを基に企画書を作成し、「まとめ・表現」で

はクラスで５～６人のグループを作りそれぞれ発表を

行った。また、グループから代表一人を選出した後、

全体発表を行った。 

「個人探究」では、「生徒用テキスト」やワークシー

トを活用し、生徒が「自分の興味・関心のある課題を

自分で設定して、自分で解決すること」を目指した。

２年次では探究のプロセスの「課題の設定」、「情報の

収集」、「整理・分析」までを行い、３年次の「まとめ・

表現」につなげる予定である。特に、「課題の設定」に

おいては、スモールステップを意識した丁寧な指導が

行われていた。生徒が自分事として課題を設定しなが

ら探究活動に取り組めるように配慮されており、生徒

が自己の課題を十分に理解し、ワークシートやクラス

発表に主体的に取り組んでいた。このような配慮によ

り、生徒が自分事の課題をより自律的に探究すること

で、探究のプロセスが定着している様子が見られた。 

ウ テーマの見直しを踏まえた取組 

藤沢西高等学校の第１学年では、探究活動をする上

で、生徒の実態に合わせて、テーマの見直しを踏まえ
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た取組を行った。前年度までは、「保育」をテーマに総

合的な探究の時間を行ったが、プロジェクトチーム(後

述参照)が検討を重ねて取組の見直しを図った。本年度

の取組の中で行った「自己探究」では、自己と社会の

つながりに焦点を当て、市販の教材を活用して、ＳＤ

Ｇｓの視点を参考に関心のある課題を選び、同じ課題

を選んだ生徒同士でクラスを編成し、探究活動に取り

組んだ。 

(2)【視点②】校内体制づくりに関する取組 

 校内体制づくりは、各学校で様々な工夫をして取り

組んでいる。また、課題として挙げられているところ

でもある。ここでは、協力校の取組の中で、よりよい

校内体制づくりにつながった実践を取り上げる。 

ア  「コンソーシアム事業」の活用 

 藤沢西高等学校の第２学年では、「コンソーシアム事

業」を活用し、民間企業と連携して探究活動に取り組

んだ。活動内容として、連携先の企業(製薬会社)の社

員になったことを想定し、会社に対して新たな企画の

プレゼンテーションを行った。目標を「ＳＤＧｓの視

点から社会的な課題について考察する学習を通して、

生徒の資質・能力の育成を目指す」とし、生徒の資質・

能力については、学校独自の評価規準表を作成して評

価している(第１表)。 

第１表 学校独自の評価規準表(抜粋) 

 観点 観点の具体 

知
識
・
技
能 

知力・学力 各教科の内容を理解し、活用する力 

情報収集能力 複数の情報を収集できる力 

計画力 
主題の発見から結論に至る過程を 

計画的に進める力 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力 

課題発見力 
複数の情報から解決すべき課題を 

見つける力 

原因分析力 
課題の背景や要因をデータに基づき

分析する力 

論理的思考力 
客観的なデータや先行資料を用いて

理論を展開する力 

発信力・受信力 自分の考えを分かりやすく伝える力 

学
び
に
向
か
う
態
度 

協働力 
他者の価値観を尊重しつつ、他者と 
協力し一つのものを成し遂げる力 

メタ認知力 
自分の行動や考えを客観的に考える
力 

自己実現力 
自己の人生と社会を結びつけ、多くの
情報から生き方について考える力 

教職員は、授業担当者である担任・副担任をはじめ

として、学年全体で年間指導計画を基に共通理解を図

った。アンケート調査では「二度の課題設定を行い、

一度目と比べ二度目はより自分や近い社会と関わるよ

うな内容にできるよう指導した」という記述があり、

課題の設定をする上での指導を工夫していたことが分

かる。また、プレゼンテーションの構成も丁寧に指導

しており、生徒のプレゼンテーションの内容を充実さ

せていた。 

生徒は、グループに分かれて発表テーマについての

探究活動を協力しながら進めていた。クラス発表では

各グループに対しての質疑応答の時間を設定し、生徒

同士でやりとりをする場面が見られた。生徒は発表者

に対して、内容に関する疑問点や課題解決のための具

体例等を質問し、それに対して発表者は根拠を示しな

がら説明することに努めていた。また、全体発表は学

年全体で行い、代表の10グループが連携先の企業の担

当者に対してプレゼンテーションを行った(第２表)。 

第２表 発表タイトルの一部 

発表順 タイトル 

 ３ Let’s go to school  

 ４ 色の効果がもたらすジェンダー差別 

 ５ 死んだプラスチックを再生させたい 

発表を聞いていた生徒が疑問と感想を記入したワー

クシートからは、他者の発表内容をよく理解し、自分

で新たな課題を見つけることにつながっていることが

見て取れた(第３図)。連携先の企業の担当者からは、

「様々な取組があるが、身近なところから始めること

が大切である」という講評があった。生徒が記入した

ワークシートからも、ＳＤＧｓを身近なものとして捉

え、自分事として考えていくことの大切さを理解して

いることが見て取れた。 

 

第３図 生徒が記入したワークシートの一部 

イ 校内推進体制の整備 

 舞岡高等学校では、ワーキンググループが総合的な

探究の時間の授業内容等を検討し、学年が実施すると

いう形式をとっている。ワーキンググループは、総合

的な探究の時間の企画等を主に担当する広報・研究グ

ループの教職員で構成されており、各学年において総

合的な探究の時間の実施を主導している。第２学年で

は、「プレ個人探究」、「個人探究」で行う内容を計画的

に検討し、実施の前には学年会で教職員の共通理解を

図り、新たに出た意見等を集約し、実際の授業にいか

すという仕組みを確立した。 

 藤沢西高等学校では、プロジェクトチームが総合的

な探究の時間の授業内容等を検討し、学年が実施する

という形式をとっている。プロジェクトチームは、各

学年の総合的な探究の時間(第３学年は総合的な学習
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の時間)の担当で構成されており、グループ業務とは独

立したチームとして位置付けられている。各学年で共

通理解をもちながら取組を進めており、学習指導案や

学校独自の評価規準表等を学年で共有し、授業担当者

が授業を行いやすい工夫がされている。 

 協力校では、ワーキンググループあるいはプロジェ

クトチームの教職員が、学校全体で取り組みやすくす

るための資料を作成する等、全教職員が取組について

理解を深められるようしていた。しかし、聞き取り調

査からは、「教職員全員が当事者意識をもてるとよい」

といった意見があり、一部の教職員が負担を抱えてい

る現状があることが分かった。授業担当者以外のアン

ケート調査の記述にも、「先生方の準備、負担が大きい

と思う」、「毎年が試行と思われるので、申し送りと改

善が必要である」とあるように、校内体制に課題を感

じている教職員もいた。授業内容の共通理解を図るこ

とについても、全体に浸透させるのは難しい場合もあ

るため、今後は教職員一人ひとりが、学校全体の取組

として捉え、実践していくことが必要である。 

ウ 教科等横断的な取組 

舞岡高等学校では、11月２日(月)から11月30日(月)

の期間に、「生徒が主体的に学べるような探究型授業」

をテーマに校内研究授業を行った。前年度の研究授業

は総合的な探究の時間のみであったが、本年度はテー

マを踏まえて、教科内で授業案を考え、各教科が探究

活動を取り入れた授業を実践した。アンケート調査の

記述に、「探究のことを考えるようになってから教科指

導においてもどう問いかけをすれば生徒が深く考える

かがわかるようになった」とあるように、探究活動を

取り入れることは、各教科・科目等の充実にもつなが

る。校内では、生徒が取り組んだ探究活動の成果物を

廊下に掲示しており、取組の成果を学校全体で共有し

ている様子が分かった。 

 

  研究のまとめ 

 

１ 成果と課題 

令和元年度の本研究で挙げた課題を踏まえ、令和２

年度の成果と課題を、【視点①】、【視点②】で示すとと

もに、カリキュラム・マネジメントの充実につなげる

ための方策を提示する。令和元年度の課題として、生

徒の発表や質疑応答の様子、協力校の公開研究授業の

研究協議における教職員の発言や研究担当者等への聞

き取り調査から、二つの課題を提示した。 

①他者の発表に対して、なかなか質問することが 

できない 

②説明の場面で、十分に根拠を提示することが 

できない 

 令和２年度の取組では、質疑応答を行う場面を多く

設定しており、生徒が他者の発表に対して内容に関す

る質問をする場面が度々見られた。また、質問を受け

た生徒は、情報収集で調べたことから根拠を示し、適

切に答えることができていた。これらのことから、前

年度の課題を改善することができていたと考えられる。 

(1) 【視点①】探究のプロセスに関する取組 

 舞岡高等学校の「生徒用テキスト」は、生徒の実態

に合わせてスモールステップを意識して丁寧に作成さ

れている。そのため、生徒は見通しをもって探究活動

に取り組むことができている。教職員にとっては授業

における具体的な手立てについて理解するツールとな

る。また、学校全体で総合的な探究の時間について共

通理解を図ることができる。生徒は、「生徒用テキスト」

等を活用し、「個人探究」において探究のプロセスを理

解しながら探究活動に取り組んでいた。このことから、

生徒の実態に合わせて工夫や改善を重ねて作成した

「生徒用テキスト」は効果的であり、探究のプロセス

の充実につながったと考えられる。 

 藤沢西高等学校では、自己と社会の関係性について

探究活動を行うことを目指してテーマの見直しを図り、

実社会・実生活とのつながりや社会貢献を生徒に意識

させて新たな取組を実践していた。この取組では、探

究のプロセスを理解しながら、生徒一人ひとりが自律

的に探究活動に取り組むことができていた。テーマの

見直しや改善に柔軟に対応したことで、探究のプロセ

スの充実につなげることができたと考えられる。 

 探究のプロセスに関する取組は、生徒の実態に合わ

せて行うことが成果につながる。そのためには、「生徒

用テキスト」やテーマの見直しを継続していく必要が

ある。生徒が自分事の課題を自律的に探究していく工

夫やテーマの見直しを継続的に行うことで、総合的な

探究の時間における取組の改善が期待できる。 

(2) 【視点②】校内体制づくりに関する取組 

 舞岡高等学校では、探究活動を各教科・科目等で取 

り入れ、校内研究授業を行っていた。このような取組 

は、教職員一人ひとりが探究活動の理解を深めた結果 

であると考えられる。校内の研究担当者が「総合的な 

探究の時間で身に付けた資質・能力を、各教科でも繰 

り返し学習することは、探究を内在化させることにつ 

ながる」と聞き取り調査で発言していたように、この 

ような教科等横断的な取組は、学校教育全体で資質・ 

能力を育成するカリキュラム・マネジメントにもつな 

がる。今後も継続的に、教科等横断的な取組を学校全 

体で推進していくことが重要である。 

藤沢西高等学校では、外部との連携を図り、「コンソ 

ーシアム事業」を活用した。学校が外部と密に連携を

とることは、生徒の視野を広げ、社会的な問題等を身

近に捉え、探究活動を行うことに有効であったと考え

る。外部からの視点が入ることは、実社会・実生活と

のつながりや貢献性の自覚をもつことに有効である。

目標を達成するための手立てとして、外部との連携を
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必要に応じて行うことは、総合的な探究の時間の取組

を更に充実させることにつながる。また、生徒が探究

活動を通して、新たな気付きや次の課題等を見つける

ことにもつながっている。このことから、「コンソーシ

アム事業」を活用することは、生徒の探究活動をより

活発にすることに効果的であると考える。 

さらに、評価に関しては学校独自の評価規準表を作

成して、教職員が評価規準について共通理解をもつこ

とができるような工夫があった。この実践は本年度か

らであるが、教職員も生徒も身に付ける資質・能力に

ついての共通理解をもって探究活動を進めることに効

果的である。今後も引き続き改善、修正をしながら学

校全体で共有していくことが重要である。校内研修会

については、時間を有効に活用し、教職員で取組内容

の共有を図った。このような研修会を継続していくこ

とが、学校全体の取組の推進につながると考える。 

 校内体制づくりに関する取組は、打合せや校内研修 

会等の時間の確保や教職員の負担感等の課題がある。 

アンケート調査では、「当該学年に所属していなければ 

詳細はわからないので、校外体験、発表会などの機会 

に全職員が見学したり、役割分担したりする機会をつ 

くる」、「『何のためにやっているかわからない』という 

状態にならないために、研修会や課題共有のためのワ 

ークショップなどの機会をつくる」という記述もあっ 

た。学校の実態に応じて、取組内容の見直しや改善を 

継続しながら、校内研修会や研究授業等を実施するこ 

とで、学校全体の取組にしていくことが求められる。 

(3) カリキュラム・マネジメントの充実につなげるた 

めに 

 総合的な探究の時間を教育課程の中核に据え、学校

の教育活動全体で資質・能力を育成するカリキュラム・

マネジメントを行うためには、総合的な探究の時間の

意義、目標や内容について、学校全体で共通理解を図

る必要がある。アンケート調査では、「教員間での指導

についての共有がまだ足りないと感じている」、「目標

やあり方を話し合って共有し、学校として動くべきで

は」という記述があり、学校全体で目標や内容等を共

有する必要性を感じている教職員がいることが分かっ

た。そのため、単元ごとの実施内容や振り返りを共有

し、意見交換を行うことが必要であるが、一方でその

ような時間を確保する難しさもある。学校の実態に応

じて、年間の見通しをもつ、研究授業を実施する、振

り返りを行う時期を設定する等の工夫をして、取組を

共有していくことが重要であると考える。 

  

２ 今後の展望 

今後は、引き続き「探究のプロセスに関する取組」、

「校内体制づくりに関する取組」について、学校の実

態に応じて改善を重ね、総合的な探究の時間に関する

取組を更に充実したものにすることが求められる。ま

た、総合的な探究の時間で育成を目指す資質・能力の

具体を全教職員で共有するとともに、各教科・科目等

で探究活動を意識した授業を、学校全体で行うことが

必要である。これは、学校の教育活動全体で資質・能

力を育成するカリキュラム・マネジメントにもつなが

ることである。そのためには、教職員一人ひとりが育

成を目指す資質・能力の具体をイメージし、各教科・

科目等の時間で探究活動を継続して実践していくこと

が大切である。各学校においては、「生徒用テキスト」

の作成や外部連携等、協力校の取組を参考にして、総

合的な探究の時間に関する取組を充実させることが望

まれる。 

また、指定校事業は３年間であり、令和３年度へ向 

けて協力校の取組は継続していく。総合的な探究の時

間の取組を学校全体に波及させ、よりよい在り方を探

り、更に発展していくことが期待される。 

  

おわりに 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度は

まさに予測困難な事態が続いた。そのような状況の中

で、総合的な探究の時間における探究活動を通して、

解決が容易でない現代的な諸課題に対応していく資

質・能力を育成する重要性を再確認した。 

 最後に、本研究を進めるに当たり、御協力頂いた協

力校の皆様や御指導、御助言を頂いた国立教育政策研 

究所 研究開発部 渋谷一典 教育課程調査官に心よ

り感謝申し上げる。 

 

［調査研究協力校］ 

 県立舞岡高等学校 

 県立藤沢西高等学校 

［助言者］ 

 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 

 研究開発部 教育課程調査官 渋谷 一典 
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